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1．　 ま え が き

　本号 で 公示 す る学会基準案は
， 新規制定 の 電子 レ

ン ジを用 い た土 の 含水比測定の ため の 試験方法 と し

て 提案す る も の で ， こ の 基準の 原案 は 「電子 レ ン ジ

を 用 い た 土 の 含水比試験方法基準化委員会」 （表
一

1参照） にお い て 作成され た 。 以下 に ， 案準案を作

成 し た経緯や 目的 と と もに 基準案を示す 。

　 なお ， こ こ に公示す る基準案に つ い て の 意見 は ，

書面 に て 平成 6 年12月 31日 ま で に 土質工 学会基 準部

宛 に提出い た だ き た い
。

　表一 1　 電子 レ ン ジを用い た 土 の 含水比試験方法基準

　　　　 化委員会

よれ ば ， 約60％ の 機関が 「電子 レ ン ジを用 い た土の

含水比 試験方法」 の 基準化 を望 ん で い た 。 外国で は ，

同方法は すで に 1986年に AS （オ ー
ス ト ラ リア 規格）

に
，

1987年 に ASTM （米国材料試験協会規格）に

制定 され た 。 また，BS （英国規格）で も含水比 測定

に お ける電子 レ ン ジの 使用条件が明記 され て い る 。

こ の よ うな 内外の動向か ら ， 電子 レ ン ジ を用 い た土

の含水比試験方法基準化委員会を設置 し ， 試験方法

の 素案作成 に着手 した 。

3． 基 準案作成時に議論 された 主な問題点
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2．　 新規基準案の 制定 の 目的 と経緯

　 土 の 含水比測定方法に は ， JIS　A 　 1203−1990 厂土

の 含水比試験方法 」（以下 ， JIS法 と称す）が制定 さ

れて い る。 しか し，迅速 な土 の含水比測定方法と し

て ， 最近で は電子 レ ン ジ が用 い られ る こ とも多 くな

っ て き て い る 。

「土 の物理的性質に関す る 新 しい 試

験 方法 の研究委員会 （委員長 ：巻内勝彦 ， 活動期 間

： 1989．　12〜1992．　3）」 が実施 し た ア ン ケ
ー

ト調査 に
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　（1） 基準案 の位置づ け

　こ の基準案は ，

一
般家庭用 の電子 レ ン ジ を用 い る

こ とを念頭 に置い た も の で ある 。 ∫IS法 の炉乾燥法

に比 べ る と， 加熱時の試料の 温度を コ ン トロ
ー

ル で

きな い こ と ， 適用土質に制約があ る こ と ， 測定質量

が小 さ い こ とな どの 問題点 が ある 。 し か し ， 乾燥 の

た め の 所要時間が短 く ， 操作 も簡単で 利用 し やす い

こ とな どを考慮 し て ， JIS法 の 炉乾燥法 と加熱方式

の 異 な っ た試験方法 と し て位 置づ け基準化 し た 。

　（2） 土 の 適用範囲

　有機質土や礫 ， ガ ラ ス 質 の 土で 閉 じた空隙 を もつ

も の ， 金属鉱物が析出して い る土 は， 当基準の対象

外 と し た 。 電子 レ ン ジ の 原理 は被加熱物 に マ イ ク ロ

波を照射し
， そ の 際に起 こ る 水分子な ど の振動の 摩

擦熱に よ り加熱す る方式で あ る 。 そ の た め ， 試料 の

加熱温度を コ ン トロ
ー

ル が で きな い こ と ， 試料 の 温

度上昇が急激で あ る こ と等の 問題 があ る。有機質土

は焦 げや燃焼， 礫や ガ ラ ス 質 で 閉 じた空隙をも つ 土

は破裂や は じ け ， 金属鉱物が 析出 し て い る土 は ， 火

花 を発生 させ る等の現象が生 じる恐れ があ る 。 要す

る に，こ れ らを適用範囲か ら除外 し た理 由は ， 測定

中の 安全確保に あ る
。

し か し
， 実際に は ， そ の よ う
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な土 に遭遇す る こ と も多 く，
か つ 測定し た い 場合も

あ る こ と か ら ， そ の 方法に つ い て 厂解説」 に 記すよ

う検討中 で ある。

　（3） 容器

　試料 を入れ る容器 は ， 耐熱性 の ガ ラ ス また は磁器

性 の もの で ， シ ャ
ー

レ の よ うな平型で ふ た付 きが望

ま し く， 金 属容器 は用 い て はな らな い こ と とした 。

こ れ は ， 測定中に 容器質量が変化 し な い こ とが必要

条件 とな るた め で あ り， 容器 の 形状は
， 加熱時に お

け る試料 の温度や加熱時間に影響す る か らで あ る 。

ま た，ふ た付 き容器 を推奨 し た の は，冷た い ふ たを

か ぶ せ る とふ た に付 く結露 の 有無に よ り乾燥状態の

確認 が で きる た め で ある 。 なお ， 金属容器 は危険の

防止 を考慮 して禁止 した 。

　 （4） そ の 他

　 a ）含水比 の 測 定は
， 試料の質量が一

定に な る ま

で加熱し な けれ ばな らな い が
， 乾燥に 必 要な加熱時

間は初期含水比や土の種類に よ っ て異な る た め ， 目

安 の 時聞を示 した 。

　 b）電子 レ ン ジ によ る加熱で は ， 試料温 度が JIS

に規定され て い る 炉乾燥法 の 110℃ を越 える こ とも
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あ り ， 過熱対策を検討 し た 。 し か し ， 電子 レ ン ジ で

の 加熱時間は ，前記 の 目安 に よ る と数分か ら十数分

で あ り， 時間が短 い こ と ， 必 ず しもす べ て の測定で

過熱 にな らない こ とな ど か ら，過熱防止 の対策 と し

て特に規定は しな か っ た 。 ただ し， 平型の 容器 を用

い る こ と で過熱 をある程度解決で き る こ と を 「解

説 」 に お い て 説明 す る予 定で ある。

　 c ）電子 レ ン ジ を用 い て 土 の 含水比 を測定 し た場

合，ど の程度 の精度で 結果 が得 ら れ て い る か が重要

で あ る。 したが っ て， JISに規定 され て い る炉乾燥

法 と の 比較 を 「解説 」 に お い て 示す予定で ある 。

　 d）電子 レ ン ジ を用 い て 求 め た含水比の 記号は ，

W を用 い る こ とに した 。 こ れ は ， 測定方法が異な っ

て も求め る もの は含水比 で あ る こ と， 記号 を変 える

と混乱を招 く恐れ が あ る こ とな どを考慮し た ため で

あ る 。 し か し ， 電子 レ ン ジ で 求め た含水比 で あ る こ

とを示す必要 が ある こ と か ら，報告事項 で それ を明

記す る よ うに した 。

　 e ）デー
タ シ ー

トは ，土質工学会制定 の もの と共

用す る予定で あ る 。

土質工 学会基準案 JSF

電子 レ ン ジを用い た土の含水比試験方 法 T122 −− 1994

Test　Method 　for　Water 　Content　of 　Soils　by　the　Microwave 　Oven

1．　 総 　則

1．1

1．2

1．3

試験の 目的

　 こ の 試験は ， 電子 レ ン ジ を用 い て 土の 含

水 比を求め る こ とを 目的とす る 。

適用範囲

齷 約 10   以下 の 土 を櫞 け る 。

用語の定義

　電子 レ ン ジ を用い た土 の 含水比 とは ， 電

子 レ ン ジ に よ る加熱に よ っ て 失わ れ る土中

水 の 質量 の
， 土 の 乾燥質量 に対す る比を ，

百分率で 表した も の をい う。

【付帯条項 】

　1．　 本基準と部分的に 異な る方法を用 い た場合に

November ，1994

　 は ， その内容 を報告事項 に明記 し な けれ ばな ら

　 な い
。

1．2　電子 レ ン ジ で 加熱 中に ， 破裂や飛散 の 恐れ の

　 ある礫 ， あ る い は し らすな ど の ガ ラ ス 質で 閉 じ

　 た空隙 を持つ よ うな 土 ， 燃焼が懸念 され る高有

　 機質土 ， 金属鉱物が 析出 して い る 土 は対象外 と

　 する。

2． 試 験用具

  容 器 耐熱性 の ある ガ ラ ス ま た は磁製 の

　　もの で
， 試験中に質量 の 変化 を生 じ な い も

　　 の
。 た だ し ， 金属 製の 容器は用 い て は な ら

　　 な い 。

（2） 電子 レ ンジ　JIS　C 　9250「電子 レ ンジ」 に
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　　　規定す る も の
。

　  　はか り　 ひ ょ う量 1009 未満 の場合には感

　　　量 0．019 ， ひ ょ う量 1009 以上 1kg 未満

　　　 の 場合 に は 感量 0．19 の もの 。

　（4） デシケーター

1付帯条項】

　（1） シ ャ
ー一・　tzの よ うな平型で ふ た を有す る容器が

　　 望 ま し い 。

　（2） 最大の 高周波出力が500〜600W 程度で ， 回転

　　 台 を有する も の が望 ま しい 。

　〈4） デ シ ケ
ー

タ
ー

は ，
JIS　R 　35e3「化学分析用

　　 ガ ラ ス 器具 」 に規定され て い る もの
， また は こ

　　れ と同等 の 機能を有す る容器で シ リカ ゲ ル ， 塩

　　化カ ル シ ウ ム な ど の 吸湿剤を入 れ た もの とする σ

　　 吸湿剤は，で きる だ け新鮮な もの とする 。

3． 試　料

適量 の土をと り，そ れ を試料 とする 。

【付帯条項】

　3， 試料 と し て 必要な最少質量 の 目安 を表一 1に

　　示す 。
た だ し

， 粗粒分 の 多い 土ほ ど多め に取る
。

表
一 1　 電子 レ ン ジ を用 い た含水比 測定に 必 要な 試料

　　　 の 最少質量 の 目安

試料 の 最大粒径 （mm ） 試 　料 　質　量 （9 ）

9．54
．752

100〜20030
〜100

　 5〜 30

4　 試験 方法

（1）　容器 の質量 粥 c（g）をは か る 。

  　試料を容器 に 入 れ ， 全質量 〃z。（g）をは か

　 　 る e

  　試料を容器 ごと電子 レ ン ジ に入れ る 。

（4） 電子 レ ン ジ で
一

定質量 に な る ま で 加熱する
。

  　乾燥試料を容器 ご とデ シ ケ ータ ーに入れ ，

　　ほ ぼ室温 に な る まで冷 ま し た 後 ， 全質量

　　 Mb （g）をはか る 。
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【付帯条項】

　4． 粘土な ど の よ うな塊 状の 土は 5mm 程度以下

　　に ， 有機質土は で き るだ け細か くときほ ぐす。

　　　試料の質量を測定す る ときに は ， 試料 か らの

　　水分蒸発や ， 乾燥試料が空気中の 水分を吸収 し

　　な い よ うに速やか に 行 う。 また ， 加熱中に焦げ

　　る 臭い が する ときは ，異常過熱，ある い は燃焼

　　して い る こ と もある の で加熱を中止す る 。

　（2） 試料 は で きる だ け容器内に薄 く広げて 水分が

　　蒸発しやす い よ うに し ， 複数個を同時に 乾燥さ

　　せ る ときは ， 容器 1 個 に入れ る試料質量 をほ ぼ

　　同 じ に す る
。

　  　ふ た付き の容器を用 い る とき は ， ふた は電子

　　 レ ン ジ の 庫外 に置 く。

　（4） 一
定質量 とな る ま で の 加熱時間の 目安を表一

　　 2に示す 。

表一 2　一
定質量 とな る まで の 加熱時間 の 目安

電子 レ ン ジ出力　600W

測 定 容 器 1高さ ・約 ・   漉 径 ・約 ・ ・m （シ ・
一

・ ）

試 　料　条　件

加 　熱 　時　 間

3 個 1組，最大 粒径 2mm で ，容 器 工個当 た り

約109 （湿潤土質量 ）

火 山灰 質粘性 土

有 機 質 　土

上記 以外 の 一般 的 な土

13〜17分

15〜20分
7〜10分

5． 試験結果の 整理

土 の 含水比W （％）を次式で算定す る。

　　 御 ＝伽
一Mb

× 100
　 　 　 　 Mb − Mc

　 こ こ に，

　Ma ： 試料 と容器 の 質量 （9 ）

　 Mb ： 乾燥試料と容器 の 質量 （9 ）

　 Mc ： 容器 の 質量 （9 ）

6． 報告事項

　　　試験結果 に つ い て 次 の 事項 を報告する 。

  　含水比

  　電子 レ ン ジ の 出力， 加熱時間

（3｝ 本基準 と部分的 に異 なる方法 を用 い た揚合

　　に は ， そ の内容

（4） そ の ほ か特記す べ き事項
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